
通常の発注の場合

最低数量が確保できていれば問題なし！

最低限のロール原紙で小巻を出さない方法

発注数量は絶対欲しい！

小巻になる分も製品として製造する方法

計算上で生産調整ロス込みの

ロール原紙必要本数を算出

※製品製造時の調整ロス率は、製品

の難易度や、用紙の状況によって変

化します。それにより製造可能数量

が計算と異なることがあります。

資源を無駄使いしない、地球にやさしい発注方法があります

限りある資源を有効に使う、それがＥＣＯ発注です

フォーム印刷では右写真のようなロール状の原紙を使用しま

す。フォーム輪転印刷では１本のロール原紙の巻きメーター数が

4,000ｍ、8,000ｍ、12,000ｍなどと決まっているため、発注数量

によっては300ｍや200ｍといった中途半端なメーター数で用紙が

残ってしまいます。

これらを小巻と呼びます。これ程の小巻になった紙は新たな使

い道がありません。ロール原紙の取りきりでの製品製造をご了解

いただければ、そうした資源の無駄使いを防ぐことができます。

以上のように、資源の無駄遣いをしない発注方法があるということをご理解いただき、

ご協力いただきますようお願い申し上げます。
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(残紙は無駄 )

もったいない！！

発注数量どおり製造すると、

小巻が余る

発注数量に近い数量が製造

できる、最低本数のロール

原紙で製造・納品

発注数量が必ず確保できる

本数のロール原紙を使いき

りで製造・納品

ＥＣＯ発注ってどんな発注？
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ＥＣＯ分

ＥＣＯ発注の場合

できることからはじめませんか？

直径20 ㎝、高さ20ｍの植林木１本から約 52 ㎏(Ａ４コピー用紙13,000 枚 )の紙ができます。

たかが１枚、されど１枚。大切な資源を大切に使う。

できることからはじめませんか？

製品


